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                                      Abstract 

 

This study examined a basketball class for 6 graders, extracted the thoughts of the children in each scene, 

and attempted to grasp their contents. Additionally, by analyzing the contents, it aimed to find out the 

existing issues and become aware of the necessity to provide children with knowledge in order to encourage 

their thinking. 

The content of the students’ thoughts in the class scenes that the study took up as an example was diverse. 

Just looking at them, it seemed that the students were thinking about many subjects and were dealing with the 

situations and experiencing the physical exercise while utilizing the thoughts. However, because the children 

were not provided with the grounds or the course for the thinking, the thoughts were random and it was 

unclear from their answers what kind of goals they thought the learning experience was for. Because of this, 

the thoughts they had in each scene seemed isolated.  In order for their thoughts at the scenes that develop 

during the class to connect from one to the other and accumulate at the same time, it seems crucial that they 

are given and then utilize the knowledge that enables them to think. 

Based on these observations, the study concluded that regarding supervision about thinking, we need not 

only to set certain scenes to prompt the students to think, and to consider what kind of basic knowledge 

should be given to them as the precondition for their thinking. 
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１．はじめに 

 体育の授業において，子どもたちは「うまくなりたい」

「できるようになりたい」「相手に勝ちたい」などの思

いから，課題の解決や技能の向上を目指して練習等の学

習活動に取り組む。この学習活動を通して，運動ができ

るようになることやうまくなることは体育が好きにな

るために重要な要素の１つと考えられる。しかしなが

ら，ここで必要なことは，その過程において，運動の行

い方・高め方を身につけていくということである。なぜ

ならば，学校体育の目的は，生涯にわたる豊かなスポー

ツライフの実現であり，そのための運動に対する価値観

を培っていくものだからである。 
＊
島田市立六合東小学校 

＊＊静岡大学教育学部保健体育系列 

 運動の行い方・高め方を身に付けていく際に重要とな

ることは，課題をどのように見出し，その課題解決のた

めに何をどのように思考して運動に取り組んでいくの

かということと考えられる。  

 小学校学習指導要領解説体育編（2008）では，「筋道

を立てて練習や作戦を考え，改善の方法などを互いに話

し合う活動などを通して論理的思考力をはぐくむ」と

し，言語活動の充実が唱えられた（文部科学省，2011）。

このことにもとづき，子どもたちに考えさせることが重

要と捉えられ，練習の仕方や作戦を考えたり，改善の方

法を考えたりするような話し合う活動が取り入れられ

た体育授業実践が多く展開されている。子どもたちは，

例えば作戦を考えなさいと言われ，場を与えられれば，

こうしようああしようと考える。しかしながら，ボール
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ゲームの授業において，考えた作戦が自分たちの実態に

適したものなのか，実際のゲームの中でどれだけ実行す

る場面があったのか，考えた作戦が有効だったのか，と

いうことが明確に検証されないまま授業が展開されて

いることも少なくない。子どもたちは一生懸命考えてい

るし，運動にも精一杯取り組んでいる。ところが，どん

な課題を解決しようとしているのかがあいまいであり，

当然，何をどのように考えていくのかの道筋も見当たら

ない。考えている内容も様々な視点に及ぶため，行って

いる運動との関連も不明瞭な部分が多い。そのような状

態に陥ってしまう要因として，子どもたちに考えさせる

際に，何にもとづいて考えさせるのか，どのような道筋

で考えさせるのかという，考えるための知識をあまり教

えないままで考えさせようとしている可能性が考えら

れる。子どもたちは，考えなさいと言われれば考えるが，

考えるための知識や材料がないため，思いつきの思考に

なり，話し合いではそれぞれの子がそれぞれで思いつい

た視点で話をする。そして，結局のところ，視点も定ま

らず，考えたことは考えたこと，運動は運動，というよ

うに別の活動になってしまうのである。ところが，授業

内では，作戦を立てたり振り返ったりする話し合いの場

が設定されていることにより，子どもたちの考えが様々

展開され，その考えにもとづいて運動に取り組んでいる

ような錯覚に陥ってしまう。しかし，思考するための視

点や枠組み，その方法などがあいまいなまま展開されて

しまっているため，体育ならではの見方・考え方をとも

なった運動の行い方を高めていくものになっているの

かと問われれば，疑問が残る。 

 現行の小学校学習指導要領解説体育編（2008）では，

各運動領域の内容について，子どもたちに身に付けさせ

たい内容を明確にする視点から，「技能（運動）」「態

度」「思考・判断」で構成されている。この３つの観点

は，相互に関わり合わせて指導していくものであるが，

できるようになる（技能）ために，何をどのように考え

させるのか（思考・判断）という捉えが強かったように

思われる。そのため，課題の解決をすることは運動がで

きるようになることとして捉えられてしまったことは

否めない。そのため，技能に関する指導はよく見えるも

のの，思考に関する指導については，形としての指導は

されているが内容についての指導は不十分さがあった

のではないかと考えられる。 

 このような課題を改善しようとする内容が，平成 29

年７月に示された小学校学習指導要領解説体育編

（2017）に反映されていると考えられる。体育で育成し

ていく資質・能力として，「知識・技能」「思考力・判

断力・表現力等」「学びに向かう力，人間性等」と示さ

れた。ここで示された内容からは，これまでのできるよ

うになるために思考させたり，仲間と関わらせたりする

というような図式からの転換の必要性が見えてくる。習

得した「知識・技能」を活用して「思考力・判断力・表

現力等」を働かせて課題を解決していくというように説

明されていることからもその一端をうかがうことがで

きる。課題を発見したり，その課題を解決したりする思

考をさせるためには，何をどのように活用してどんな手

順で考えていけばよいのか，そのための知識が必要とな

る。松本（2014）は，認知科学の視点から考察し，思考

・判断するためには元となる基礎的な知識が必要である

ことを述べている。それが提供されないままで授業が展

開していくとすれば，何か考えましたというようなもの

は残るが，体育ならではの見方・考え方を土台として，

こんな運動の行い方を身につけたというようなことが

残っていかないような状況が改善されないままくり返

されていくことが危惧される。 

 以上のようなことから，これからの体育授業実践にお

いて児童の思考のさせ方について検討していくという

ことは，考える場を設定して，考えなさいと促すことで

はなく，何をどのように思考させるのかということを明

確にすることはもちろんのこと，その前提として，意図

的に思考させるために何を知識として教えなくてはい

けないのかを検討していくことであると考えられる。こ

れらの検討を進めていくためには，まず体育授業実践に

おける児童の思考の現状を把握し，課題を捉えていく必

要があろう。 

 では，現状の体育授業の各展開場面において子どもた

ちは何をどのように思考し，その様相はどのようになっ

ているのだろう。それぞれの場面での思考は様々展開さ

れていることは予想される。しかしながら，考えるため

の材料や考えていく手順があいまいなため，思考の内容

は視点が様々であり，場面ごとの関連性も薄いものと考

えられる。その実体を把握していくことは，思考させて

いくための知識を教えたり材料を与えたりしていくこ

との重要性を示していく根拠となっていくものと考え

られる。 

 ところが，体育の授業内において，児童が思考した内

容を捉えていくことは難しい。他の教科であれば，思考

したことをノートなどに記述して残し，その内容自体が

その子の思考を表すものとなり，どんな見方でどのよう

に考えたのか，その道筋も把握しやすい。体育科では，

運動しながら考えたことは記録として残っていかない。

そのため，思考を捉えるというと，実際には，グループ

の話し合いで考えている内容を聞いてその場で考えて

いることを把握したり，振り返りの際に学習ノートに記

録した内容を見て何を考えていたかを把握したりする

ことになるが，それにも限度がある。 

そこで，本研究では小学校 6 年生の児童を対象として

実践された「バスケットボール」単元の授業を事例とし

て取り上げ，授業中の各展開場面の思考の内容を抽出

し，その様相を把握することを目的とした。すなわち，

グループで作戦を考えたり振り返ったりする場面は発

言から，ゲーム場面については，行動は外的思考である
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という捉えにもとづき，動きの様子から，そして，個人

の振り返り場面は学習ノートの記述から思考の内容を

抽出し，その様相を捉えようとした。そして，その様相

に考察を加えることを通して，思考に関する指導の課題

について検討しようとした。 

 

２．体育の授業実践において児童が思考した内容を捉え

る方法の構築（予備調査） 

 対象とした授業の学習活動の各展開場面の児童の発

言や行動から思考の内容を見出すための方法とその枠

組みについて構築しようとした。 

（１）調査対象・時期 

 Ｉ市立Ｔ小学校の第４学年の「プレルボール」単元の

授業を受ける学級の児童（計 29 名）を対象に，平成 28

年６月中旬に調査を実施した。本単元の授業は，学級担

任であるＴ教諭（年齢 34 歳，教職経験年数８年）が行

った。 

（２）調査の内容と方法 

全９時間中７時間目の授業について，２つのグループ

を抽出し以下の調査を行った。 

①グループの話し合い（作戦を考える・振り返る）場面 

・各グループに２名配置し，作戦ボードに書かれた図を 

記録するとともに児童の発言をすべて聞き取り記録

した。 

②ゲーム場面 

・ゲーム中の動きをビデオカメラで撮影すると同時に配 

置した２名により児童の発言をできるかぎり記録し

た。 

③個人の振り返り場面 

・学習ノートの記述を記録した。 

（３）児童の思考内容の抽出 

①グループの話し合い（作戦を考える）場面 

・記録した児童の発言を表に整理し，ボードに書かれた

図を参考にして，思考した内容の抽出を試みた。 

②ゲーム場面 

・ビデオカメラで撮影したゲームの映像を活用して児童

の動きを図式化し，記録したゲーム中の発言を参考に

しながら，ゲーム中における児童の思考の内容の抽出

を試みた。 

③個人の振り返り場面 

・学習ノートの記述を読み取って，個人の振り返りの思

考の内容の抽出を試みた。 

 

 以上の手続きにより構築した授業中の児童の思考を

捉える方法で，本調査を実施した。 

 

 

 

 

 

３．体育の授業実践において児童が思考した内容を捉え

整理するための手続き（本調査） 

（１）研究対象・時期 

Ｉ市立Ｔ小学校第６学年の「バスケットボール」単元

の授業を受ける学級の児童（計 27 名）を対象に，平成

28年９月上旬から下旬にかけて調査を実施した。本単元

の授業は，学級担任であるＭ教諭（年齢 27 歳，教職経

験年数５年）が行った。 

（２）調査方法・内容 

全 10 時間の授業について，抽出した２グループを対

象とし，動き方を身につける学習が中心となっている単

元中盤の連続４時間（４・５・６・７時間目）に調査を

行った。この２グループは，学級担任の助言をもとに３

時間目までの授業の様子から，話し合いが活発なグルー

プと発言は少ないがこれから伸びると予想された２グ

ループを抽出し調査を実施した。なお，調査にあたって

は，授業を実施した教師が，本単元の授業において，児

童に何をどのように思考させようとしているのかを理

解して観察や記録をしようとした。そのため，事前に学

習指導案の記述内容から，単元を通しての目標，単位時

間のねらいを把握するとともに，具体的な指導の手立て

を確認した。 

①グループの話し合い（作戦を考える・振り返る）場面

＜作戦Ⅰ・作戦Ⅱ＞ 

・グループでの作戦や振り返りにおける児童の思考を捉 

えるため各グループに２名配置し，作戦ボードに書か 

れた図を記録するとともに児童の発言をすべて聞き

取り記録した。 

②ゲーム場面＜ゲームⅠ・ゲームⅡ＞ 

・ゲームにおける児童の思考を捉えるために，ゲーム中 

の動きをビデオカメラで撮影すると同時に，各グルー 

プに配置した２名により児童の発言をできるかぎり

記録した。 

③個人の振り返り場面＜振り返り＞ 

・個人の振り返りにおける児童の思考を捉えるために学 

習ノートの記述を記録した。 

（３）分析方法 

①記録した児童の発言を表に整理し，ボードに書かれた

図を参考にしながら，グループでの話し合いにおいて

児童が思考した内容を見出そうとした。 

②ビデオカメラで撮影したゲームの映像を活用して児

童の動きを図式化し，記録したゲーム中の発言を参考

にしながら，ゲーム中における児童の思考の内容を見

出した。 

③学習ノートの記述を読み取って，個人の振り返りの思 

考の内容を見出した。 

④各展開場面から見出した思考の内容を場面ごとに察

し，１単位時間の授業を通した思考の内容と対象とし

た４時間分の思考の内容について検討した。 
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４．各展開場面における思考内容の抽出 

 調査対象とした授業は，毎時間，グループで作戦を考

える（作戦Ⅰ）→ゲーム１回目（ゲームⅠ）→ゲームを

振り返ってグループで作戦を考える（作戦Ⅱ）→ゲーム

２回目（ゲームⅡ）→個人の振り返り（振り返り）とい

う流れで展開された。また，第４・５時では，ハーフコ

ートでのゲーム，第６・７時では，オールコートでのゲ

ームが行われた。ハーフコートゲームでは，それぞれの

グループが位置につき，トップがディフェンスからボー

ルを受け取ってからをスタートとし，シュートが決まる

か，もしくはボールがアウトオブバウンズになるなど，

相手ボールになった時点で攻守交代としていた。そのタ

イミングで場面分けを行った。また，作戦タイムでは，

作戦ボードや作戦を記述するワークシートが用いられ

ていた。 

なお，本研究においては，２つのグループを抽出して

調査を実施し，それぞれの展開場面内のすべての場面か

ら思考の抽出を試みた。整理した図や表が多いため，話

し合いが活発なグループの第４時間目のものから抜粋

して思考内容の抽出の仕方が分かるように例として示

すこととした。 

（１）＜作戦Ⅰ＞の場面の児童の思考内容抽出例 

作戦Ⅰでは，初めにＡの「どこへ広がった方がいいと

思う？」というポジションについての問いかけに対し，

Ｃが「まずゴール付近に 1 人，パスがどっちにも出せる

ように両サイドに 2人」と答えた。これは，最初トップ

からどちらのサイドにもパスが出せるようにすること

とゴール近くにすぐパスができるようにするという思

考にもとづくものと考えられた。よって，ポジションに

ついての内容と推察された。次に動きについて，Ｄが「パ

スが来なかったらゴール方向に走る」と発言した。これ

は，ボール出しでパスが来なかったサイドの人がゴール

方向に走りこむことで，パスをつなごうという思考にも 

 

    ＜作戦Ⅰ＞での児童の発言例（一部抜粋） 

A:どこへ広がった方がいいと思う？ 

C:まず，ゴール付近に１人でしょ。攻めだから４人で

 しょ。だから，こことここにいれば，パスこっちに

 も行けるし，この人も動ける。 

D:もし，パスがこの人が来なかったら，こっちに行っ

 て，１回これが失敗したら，こっちまで来て。 

C:またこいつにとられちゃうからそっち。 

D:だから，誰かがゴール付近で。 

C:こう動いて。 

 

＜作戦Ⅰ＞でボードに書かれた作戦図例（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とづくものと考えられた。よって，ボールを持たないと

きの動きの内容と推察された。 

 

（２）＜ゲームⅠ＞の場面の児童の思考内容抽出例 

 ゲーム場面の思考は，ゲームの動きをトップがボール

を受け取ってから攻守交代するまでを１場面とし，ボー

ルや人の動きを図式化して捉えようとした。 

 図１で示した場面では，ボールを持っているＢがディ

フェンスを引きつけてからパスを出していた。これは，

ディフェンスをひきつけてパスを出すスペースをつく

ってからパスを出そうという思考にもとづくものと考

えられた。よって，スペースをつくる動きについての内 

 

                     図１ ＜ゲームⅠ＞でのゲーム場面例（一部抜粋） 
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容と推察された。また，ＣがＡにパスを出したタイミン

グでＤはゴールに向かって走る動きをしていた。これ

は，パスの展開に合わせてゴールに向かってカットする

ことで，ゴールに近いところでパスをもらおうという思

考にもとづくものと考えられた。よって，ボールを持た

ないときの動きについての内容と推察された。 

 

（３）＜作戦Ⅱ＞の場面の児童の思考内容抽出例 

まずＥがボードを動かしながら「もうちょっと広がっ

てやったらいい。こうやってなってた」とゲーム時の状

況を振り返った。それに対しＡは「ダイヤモンド型だも

ん」と発言した。ＥやＣは「それだとなんか」「相手が

ここら辺にね」「そうなるじゃん？そうするとボールが

ね。あれなんだよ」とゲームを振り返りながら発言した。

これは，相手が後ろに下がっているから後ろに空いてい

るスペースがなく，パスが出せないという思考と捉えら

れた。よって，相手の動きについての内容と考えられた。 

また，Ｄが「でもフェイントは引っかかってたよ」と

発言した。これは，ディフェンスに対してフェイントは

効果があるという思考にもとづくものと考えられた。よ

って，フェイントについての内容と推察された。 

 

（４）＜ゲームⅡ＞の場面の児童の思考内容抽出例 

図２に示した場面では，ＢがＡにパスを出すふりをし

てＤにパスをした。これは，Ａにパスを出すふりをして

ディフェンスをパスコースから動かせば，Ｄにパスがし

やすくなるという思考にもとづくものと考えられた。よ

って，フェイントについての内容と推察された。また，

ＢがＡにパスを出した後にゴールに向かって走った。こ

れは，パスを出した後ゴールに向かってカットすること 

 

 

    ＜作戦Ⅱ＞での児童の発言例（一部抜粋） 

B:見ててどうだった？ 

E:もうちょっと広がってやったらいい。こうやってな

 ってた。 

A:ダイヤモンド型だもん。 

E:それだとなんか。 

C:相手がここら辺にね。 

E:そうなるじゃん。そうするとボールがね，あれなん

 だよ。 

A:じゃあここに。 

D:でもフェイントひっかかってたよ。 

A:Mさんパース。 

B:Mさんパス。 

E:だから広がって，もっと大雑把に広がって。 

C:それでちょっとずつこうやっていけば。 

E:そう，気がついた人が入ってくれると。 

 

＜作戦Ⅱ＞でボードに書かれた作戦図例（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で，ゴールに近い場所でパスをもらおうという思考にも

とづくものと考えられた。よって，パス＆ランについて

の内容と推察された。 

 

 

                          図２ ＜ゲームⅡ＞でのゲーム場面例（一部抜粋） 
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（５）＜振り返り＞の場面の児童の思考内容抽出例

表１は，学習ノートに記述された個人の振り返りを示

したものである。

Ｂの「スタートの位置はうまくボールをもらえていた

ので続ける」，Ｄの「配置がよかった」などの記述は，

グループで考えたポジションでスタートしたことで，攻

撃が上手くいったという思考にもとづくものと考えら

れた。よって，ポジションについての内容と推察された。

また，Ａの「もっと広がって相手にマークされないよう

にする」，「まだ固まっているからもっと広がった方が

良いと思った」などの記述は，自分たちがもっと広がる

ことで相手も広がり，中のスペースをつくることができ

るという思考にもとづくものと考えられた。よって，ス

ペースをつくる動きについての内容と推察された。そし

て，Ｃの「パスを少しずつすることをずっと続けた方が

いい」という記述は，長いパスをすると相手にカットさ

れるから，少しずつパスでつなげた方が良いという思考

にもとづくものと考えられた。よって，パス回しについ

ての内容と推察された。次に，「パスの時に高く上げな

い。高く上げすぎると相手の背の高い人にとられるから

バウンドをする方がいいから」，Ｅの「バウンドパスな

どは，これからも続けていければいいと思う」などの記

述は，背の高い相手に対しては，上を通すパスではなく

バウンドパスの方がカットされにくいという思考にも

とづくものと考えられた。よって，パスの仕方について

の内容と推察された。さらに，Ｅの「ドリブルでシュー

ト近くに行くことは，これからも続けていければいいと

思う」という記述は，ドリブルすることでゴール近くま

で攻めることができるという思考にもとづくものと考

えられた。よって，ボールの運び方についての内容と推

察された。

５．１単位時間を通しての各展開場面の思考の様相

（第４時間目の例）

表２は，ゲームⅠから振り返りまでの各場面の児童の

思考内容を整理したものである。

作戦Ⅰでは，まずスタートのポジションについて考え

られていた。そして，このポジションからのボールの運

び方，ボールを持たないときの動きについて思考が発展

していった。これは，スタートの位置を考えたことで次

はボールの動きについて考える必要性が出てきたから

と推察された。次に，自分たちの動きについて考えてい

ると，ディフェンスについての発言が出てきた。そこか

ら，ディフェンスの動きについても思考が発展していっ

た。ここでは，相手のポジションや，ダイヤモンド型の

ポジションに対して相手はどう動くのかについて思考

されていた。これは，自分たちの動きだけを考えるとゴ

ールまで行けるが，実際には相手がディフェンスするた

め，相手のことも考える必要が出てきたからと推察され

た。ディフェンスの動きについて考えた後は，ディフェ

ンスも含めたボールの運び方について考えられていた。

最後には，シュートを打った後のリバウンドとスクリー

ンアウトの仕方について考えられていた。

表１ 学習ノートの振り返りの記述（第４時間目の授業の例）
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表２ 各展開場面を通しての思考内容（第４時間目の授業の例）

ゲームⅠでは，「ボールを持たないときの動き」とい

う思考の内容が見出された。これは，作戦Ⅰで考えられ

ていたボールを持たないときの動きについての思考が

継続されていたからだと考えられた。また，「パス＆ラ

ン」「フロントカット」などの思考の内容も見出されて

いた。作戦Ⅰでは，「自分たちも動いてボールをもらい

にいく」「空いたスペースに走る」などのあいまいな表

現が多かったが，実際にゲームでディフェンスと一緒に

動くことで，具体的なボールのもらい方について思考が

発展していったものと推察された。さらに，「フェイン

ト」という思考の内容が見出された。フェイントについ

ての思考の内容は作戦Ⅰではなかったので，ゲームⅠで

初めて見出されたものである。これはトップからパスを

出す際に，ディフェンスが目の前についていてどちらの

サイドにもパスが出しづらいため，相手をどちらかのサ

イドに動かしたいという思考から出たものと推察され

た。

作戦Ⅱでは，まず相手の動きについて考えられてい

た。これは，作戦Ⅰでは見られなかった内容で，ゲーム

の様子から振り返ったものと考えられた。次に，パスが

出せなかったという反省や，フェイントは効果があった

という成果について思考されていた。これも，作戦Ⅰで

は見られなかった思考であり，ゲームでの様子を振り返

ったことから出された内容と推察された。次に，反省点

を改善するための手立てについて思考されていた。ここ

では，スペースをつくる動きとボールを持たないときの

動きについて考えられていた。これは，ゲームで動きが

狭くなってしまったことを振り返った内容と考えられ

た。さらに，相手にカットされてしまったという反省点

からパスの仕方，近くの人とずっと回してしまったとい

う反省点からパス回しについて考えられていた。これら

もゲームの様子から振り返られた内容と考えられた。最

後に，パス回しからボールの運び方へ思考が発展してい

った。これは，パスが上手くいかないということから，

他の運び方について考えようとしたためと推察された。

ゲームⅡでは，新たに「ドリブルで抜く方法」「場所

を移動するためのドリブル」についての内容が見出され

た。作戦Ⅱでは，Ａのドリブルを使ってボールを運ぶこ

とが話し合われており，その思考がこれらドリブルにつ

いての思考につながっていると考えられた。また，「ボ

ールを持たないときの動き」という内容が見出された。

これは，作戦Ⅱで考えられていたボールを持たないとき

の動きについての思考が継続されていたからと考えら

れた。加えて，バスケではパスをもらうためにディフェ

ンスのいないスペースに動くことが必要であり，ボール

を持たないときの動きについての思考が働きやすいこ

とが考えられた。

振り返りでは，スペースをつくる動きについての内容

が見出された。ここでは，自分たちが広がることで中の

スペースをつくることが記述されていた。これと同じこ

とが作戦Ⅱにおいて考えられていたことから，作戦Ⅱの

スペースをつくる動きについての思考と関連している

と推察された。次に，「パス回し」「パスの仕方」につ

いての内容が見出された。これも作戦Ⅱにおいてパス回

しとパスの仕方について考えられていたことから，作戦

Ⅱの思考が反映されていると推察された。また，振り返

りおいて見出された内容は，作戦Ⅱにおける思考の内容

と共通するものが多く，それに対しゲームⅠやゲームⅡ

における内容と共通するものは少なかった。このことか

ら，作戦Ⅱで考えられていたことがゲームの様子とあま

り関連づけられることなく振り返られていると考えら

れた。
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６．単元を通しての児童の思考の様相

表３は，第４時から第７時までの各展開場面の思考内

容を整理して示したものである。なお，思考内容の整理

は抽出した２つのグループそれぞれで行いその特徴を

捉えようとした。本項では，紙面の都合上，話し合いが

活発なグループの方の思考の様相の特徴を述べる。次項

においては，２つのグループについての考察を反映させ

て述べるものとする。

単元（第４・５・６・７時間目）を通した思考の様相

を見てみると，次のような特徴が見られた。

まず，ハーフコートの練習ではポジションについての

内容が捉えられたが，オールコートの練習ではポジショ

ンについて考えられた場面が少なくなっていた。ハーフ

コートの練習では，攻守を一回ずつ区切り，毎回スター

ト位置をセットしてから攻撃を始めるという場の設定

がされていたため，ポジションについて考える時間があ

り，ポジションについての思考を促したと考えられた。

また，ハーフコートでの練習におけるゲームの思考

と，オールコートの練習における作戦Ⅰの思考には大き

く差異がみられた。ハーフコートでのゲームを生かして

表３ 各時間の児童の思考内容（第４～７時間目）
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作戦を立てるという意図のもとオールコートでゲーム

が行われていた。しかし，ハーフコートでは，ポジショ

ン，ボールを持たないときの動き，パス＆ラン，パスの

仕方，スペースをつくる動きなど様々な内容について考

えられていたのに対し，オールコートゲームでは，

ポジション，ルール，役割，カウンター攻撃などという

ようにハーフコートゲームでは考えられていなかった

内容が見出された。これは，オールコートゲームで新た

にルールが加わったことで，ルールの確認や誰がどの役

割を果たすのかという決まり事を決めなくてはいけな

くなったこと，また，ハーフコートではできなかったロ

ングパスなどの攻め方ができるようになったことが要

因と考えられた。 

 作戦Ⅰの思考は，ポジションを考えて，そのポジショ

ンでボールの運び方を考える，相手のディフェンスを予

想する，それに対する解決策を考えるというように，思

考が連続していくという特徴が捉えられた。これは，ポ

ジションを決めることが思いつきやすいことからと考

えられた。 

 ゲームでは，動きに関する内容が多く見られ,その中に

はゲーム場面だけにしか見られない内容があった。これ

らの思考は，作戦をもとに考えられたものではなく，ゲ

ーム中の相手の動きやその場の状況に合わせて思考さ

れていたと考えられた。また，これらのゲーム場面だけ

に見られる内容は，振り返りや作戦に表れることが少な

いことから，特に意識して行われたものではないと推察

された。 

そして，オールコートゲームでは，カウンター攻撃に

ついての内容が多く見られた。これは，コートが広く使

えるオールコートのゲームでは，相手を超えるようなロ

ングパスを使うことができる。短くパスをつないだり，

ディフェンスがいる中をドリブルしたりするよりも簡

単にボールを運ぶことができる状況によると考えられ

た。子どもたちは，オールコートゲームを行う中でこの

ことに気づき，第７時の授業では意識的に行っていたと

考えられた。カウンター攻撃に関する内容が多い一方

で，ハーフコートで考えられていたパス回しやポジショ

ン，ボールのもらい方などの思考の内容は減少してい

た。 

 

７．児童の思考の様相から捉えた課題と思考するため  

の知識の必要性 

 小学校６年生に対して実践されたバスケットボール

の授業を事例とし，その授業内で調査したグループの児

童の各展開場面の思考内容を抽出し整理した。 

 それぞれの展開場面では，様々な思考内容が展開され

ていることは見受けられた。しかしながら，調査した４

時間分の思考内容を見ていくと，各展開場面で共通した

内容は見られるものの，それらの関連性や学習内容の枠

組みは見えてこなかった。抽出した思考内容を場面ごと

に検討することを中心として，思考に関する指導につい

ての課題を見出そうとした。 

＜作戦場面＞ 

 毎時間，ゲーム実施前に考える作戦では，ホワイトボ

ードを活用しながら話し合いが行われていた。この話し

合い場面から抽出された思考の内容は，その場で思いつ

いたことであり，根拠があまり見られなかった。学習を

するという枠組みを意識した際に，グループの課題を明

確にして考えるという仕組みにはなっていないという

課題が捉えられる部分と考えられる。ここでの話し合い

は，前時までのゲームの実態から自分たちのグループの

課題を理解し，その課題を解決していくために本時どん

な動き方をしていくのか等の話し合いが展開されるこ

とが望ましい。なぜならば，自分たちのグループに合っ

た作戦を考えようと提示されているからである。ところ

が，何のために，どんな手順でどんな作戦を考えていけ

ばよいのかに関する知識が与えられていないため，子ど

もたちが思い思いに発言しているだけになっている状

態にあると考えられた。 

自分たちのグループに合った作戦を考えよう，という

ように投げかけたのであれば，まず，このグループには

どんな課題があるのかを捉えさせる，次にそのグループ

の課題を理解させる。そして課題を解決していくための

作戦の考え方（作り方）として，考えを働かせていく道

筋を示していくこととなる。さらに，考えた作戦がゲー

ムの中で効果をあげているのかをどのように検証して

いくのかということも教えていかなければならないと

考えられる。つまり，考えるための根拠，考えるための

材料，考える筋道という基本的な知識を提供し，それを

活用して考えさせるようにしていくことの必要性を問

うことのできる部分と考えられる。これらのことは，作

戦を考えることが目的ということではなく，作戦を考え

ることを手段として，その過程に学習が生み出されると

いうことと考えられる。そして，運動することを通して

の運動の行い方・高め方を身につける学習となるもので

はないかと考えられる。 

毎時間の２回目の作戦タイムでは，ゲーム実施後とい

うことから，概ね印象に残ったプレーを思い出しながら

の話し合いが展開されていることが見られた。しかし，

１回目の作戦タイムで考えたことについて，うまくいっ

たのか，次の課題は何なのかというような内容は見られ

なかった。ここでは，ゲーム内容の事実の交流はしてい

るものの，どんな見方をしようとしているのかという学

習の枠組みは見受けられなかった。 

＜ゲーム場面＞ 

ゲームの場面では，相手の動きに対応して一生懸命プ

レーをしている様子が見られた。しかしながら，動き（プ

レー）から抽出した思考内容は，相手の動きに合わせて

動いているということは捉えられるものの，考えたこと

を意図的に実行していこうということはうかがわれな

44



 

かった。そのため，作戦タイムで考えたことが意識され

ている様子もあまり見受けられなかった。そもそも，グ

ループの実態を理解したうえでのグループの課題に対

して考えた作戦でないため，適用する場面があまり出現

していないという状況もあると考えられる。そのため，

ゲーム展開の中で，作戦を適用する場面が頻出する仕組

みが必要と考えられる。加えて，作戦を考える際に，そ

の作戦を遂行するために必要な基本的な技能について

の知識を与え，関連づけて考えさせることも重要と考え

られる。 

作戦は勝つための工夫であり，ゲームを楽しむための

大きな要素である。ゲーム展開の中で立てた作戦が適用

される場面が頻出すれば，そのような場面の出現に応じ

て，その作戦を視点にしたゲームの見方に関する指導に

つなげていくことができると考えられる。そうなるため

には，やはり課題の理解にもとづいて作戦が考えられ，

作戦の実行によって課題としたことがどれだけ改善あ

るいは解決されたのかを検証していくような見方を学

習していくことのできるような仕組みを整えて教えて

いかなくてはならないと考えられる。ゲーム中の思考

は，何を解決するかの視点を明確にして取り組まれてい

くことが重要であり，それらがゲーム後の話し合いの視

点につながっていくような手立てが求められるところ

と考えられる。 

 ２回目のゲームでは，１回目のゲームでうまくいった

ことを次のゲームでもやろうという意識のもと，ゲーム

が展開されていることが見受けられた。しかしながら，

ゲームが進むにつれて，相手のチームの動きに応じてプ

レーしていくことに精一杯となるという実態が毎時間

顕著に表れていた。このようなところは，考えたことを

実践していくことの難しさを表しているところである

だろうし，だからこそ，手立てを講じていく必要が大き

く感じられるところであると考えられる。 

＜振り返り場面＞ 

 振り返りの記述からは，子どもたちがゲームの事実を

イメージしながら様々考えていることはよく捉えられ

た。事実から次はこうしようということも考えられてい

る。このことから，子どもたちは十分な運動の経験をし

たということは言えるであろう。しかしながら，子ども

たちが思考した内容から，考えて運動に取り組んできた

過程において運動の見方・考え方の何を学ぶことができ

たのか，ということを探ってみようとしたが見えてこな

かった。運動の行い方・高め方の学習という枠組みで検

討してみると不十分であったと言わざるを得ないであ

ろう。 

 

８．まとめと今後の課題 

 本研究では小学校 6 年生の「バスケットボール」単元

の授業を事例として，児童の各展開場面の思考内容を抽

出し，その様相を把握しようとした。また，その様相に

考察を加えることを通して課題を見出し，子どもたちに

考えさせるための知識を与えることの必要性を見出そ

うとした。 

 事例として調査した授業の各場面における思考の内

容は様々であった。それだけを見れば，いろいろなこと

を考えて取り組むことが出来ていると言え，ひとまず運

動の経験はしていると考えられた。しかしながら，各展

開場面の思考は，考える根拠やその道筋が示されていな

いことで，場当たり的になっていることがうかがわれ

た。そのため，各場面の思考は孤立していると考えられ

た。それとともに，どんな課題に対して取り組もうとし

ているのか，何を学習しているのかが見えてこないとい

う結果であった。このことから，授業の各展開場面の思

考がつながっていくとともに積み上がっていくものに

なっていくような学習を展開させていくためには，考え

るための基礎的な知識を与え活用させていくことが重

要であると考えられた。 

以上のように，思考に関する指導について，場を設定

して思考を促すのみならず，思考させるための前提とし

て，何を基礎的な知識として教えていかなくてはならな

いのかを検討していくことが今後の課題となろう。これ

らのことは，新しく示された学習指導要領における体育

ならではの見方・考え方の中身を検討していくことにも

なると考えられる。そして，これまでの体育の授業に対

して，これからの体育の授業は何が変わっていくのか，

その違いを検討していくことにもなるであろう。 
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